
【5段階評価】
9項目についての、担当課と指定管理者の評価です。

≪判定基準≫
5：指定管理者のノウハウや努力により、目標水準を
　大きく上回る成果が得られた。
4：協定や仕様書を遵守の上、目標水準をやや上回った。
3：協定や仕様書の内容どおり業務を履行し、目標水準
　どおりだった。
2：概ね協定や仕様書どおりの業務を履行したが、目標
　水準をやや下回った。
1：市の指導・助力・助言等を受けても、協定や仕様書
　の内容を遵守できておらず、得られた成果は、目標
　水準を大きく下回っていた。

≪９つの評価項目の内容≫
■施設利用状況…施設利用者数の実績
■職員配置……効率的な業務実施のための的確な職員配置
■コスト縮減…管理経費縮減の実績、指定管理料の適正な
　　　　　　　執行等のコスト縮減に向けた取組み
■収益…………収益実績、料金設定の見直し、PR等の
　　　　　　　収益増に向けた取組み
■設備等管理…台帳の作成や目視確認、不具合の抽出等、
　　　　　　　施設・設備・備品の適切な管理
■危機管理……マニュアル整備や訓練の実施等
■自主事業の実施…指定管理者の経費負担、企画立案で
　　　　　　　　　実施した取組み
■サービス向上…サービス水準維持・向上のための取組み
■利用者評価…利用者アンケート等による評価

【職員数】
現在、施設を維持管理するために配置されている
指定管理者の職員数です。

【サービス向上のための取組み（実績）】
指定管理者が実施したサービス向上のための取組みや
自主事業を挙げています。

【主な事業】
指定管理者がこの施設で行っている業務・活動内容
です。

【担当課コメント（評価・指摘事項）】
前年度（R6）の指定管理者の業務に対する評価事項、
改善すべき指摘事項についての担当課のコメントです。

【前年度の課題と改善策】
指定管理者と担当課が認識している前年度（R6）の
課題と、今後の改善策の内容です。

【事業収支（コスト・収益）】
当該年度を含む３年度分の指定管理者と市のコスト・収
益の合算額を表示しています。
「対前年比」は「R6年度実績／R5年度実績」の計算に
より算出しています。

　　担当課コメント（評価・指摘事項）

　親子通園・くれよんにおいては利用率の向
上と安定化が必要である。近年の利用形態の
変化に伴う利用方法を検討し更なる利用率の
向上に努め、安定した事業運営を行う。
　就労継続支援事業所においては、重度の利
用者が多いことや利用者の高齢化率が高く
なってきている。そのため、利用者の体調に
負担がかからないよう作業内容を考慮し、安
全で安心なサービスが提供できるよう努め
る。

今後も利用者の方のニーズを把
握し、サービスの提供に努めて
いただきたい。

R6年度 129,403 57,345

対前年比 97.7% 110.5%

前年度の課題と改善策
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R5年度 132,389 51,877

利用者数
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8,033
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（千円）

事業収支

・個々に合った個別支援計画を作成し、保護者等の同意を得なが
ら専門的な支援を適切に行った。
・職員の資質向上のための研修会を行い、日々の支援を充実させ
る取り組みを行った。

コスト 収益

R4年度 141,157 54,231

主な業務

身体障害者福祉センター管理運営
事業、地域活動支援センター事
業、児童発達支援事業、就労継続
支援事業

危機管理 3 3

利用者評価 3 4

サービス向上のための取組み（実績）

自主事業の実施

担当課 障がい福祉課 設備等管理 3 3

- -

サービス向上 3 4

3 3

指定期間 R6.4.1 ～ R11.3.31 収益 3 3

職員数 常勤 19 非常勤 3 コスト縮減

施設利用状況 3 3

管
理
状
況

職員配置 3 3

モニタリング結果の概要

施設名
松山市身体障害者福祉
センター 施
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指定管理者
（社福）松山市社会福
祉事業団

モニタリングの対象期間
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